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オープンキャンパス
夏休みに行われる「サマーキャンパ
ス」は、堺キャンパスでは７月30日

（土）、千里山キャンパスでは８月６
日（土）・７日（日）の２日間、高槻キ
ャンパス及び高槻ミューズキャンパ
スでは８月27日（土）にそれぞれ開
催予定。

各学部の学びや最先端の研究を体験
できるイベントや模擬講義など、関
西大学の魅力が詰まったプログラム
を多数予定しています。現役の関大
生が関西大学への進学を決めたプロ
セスや、所属する学部の魅力が聞け
るので、入学後のビジョンがはっき
りとイメージできます。

入試説明会では、一般入試、共通テ
スト利用入試、AO入試などの各入試
制度のポイント、出願から受験まで
のスケジュールをわかりやすく解説
します。

各種イベント
または

大学情報は
こちらから

URL https://www.kansai-u.ac.jp/nyusi/
〒564-8680 大阪府吹田市山手町３丁目３番35号
TEL 06-6368-1121（大代表）
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真
一
く
ん

環
境
都
市
工
学
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
工
学
科（
※
） 

２
年

大
阪
府
立　

牧
野
高
校
卒

伊
藤 

優
海
く
ん

環
境
都
市
工
学
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
工
学
科（
※
） 

２
年

三
重
県
立　

桑
名
高
校
卒

「
考
動
力
」と「
革
新
力
」を
発
揮
し
て
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
。人
類
が
持
続
的
発
展
を
維
持
す
る
た
め

に
求
め
ら
れ
て
い
る
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
系
、未
来
の

ま
ち
づ
く
り
を
構
想
す
る
方
法
を
学
ぶ
。

専攻を幅広く選べる
大学院へ進むことも

総合大学である関西大学では、さまざ
まな分野から、自分が興味を持った講
義を受講することができます。幅広い
選択肢の中から研究対象を決めて大
学院へ進学し、将来は研究職に就くこ
とを考えています。

学生の数が多い環境は
能力を高めるチャンス

関西大学は学生数が多くサークル活
動も盛んなので、仲間との交流でコミ
ュニケーション能力を高めることがで
きます。将来は専門であるエネルギー
系の化学に関連した仕事か、もしくは
公務員のどちらかに進むつもりです。

関大プリン関大プリン
凜風館２階の食堂で売られる「関大プリ
ン」（198円）は数量限定で、鈴の音が鳴
ったら出来上がりのサイン。こんがり焼
かれたカラメルが特徴です。

井上 真一くん

関西大学DATA

法学部 文学部 経済学部 商学部 社会学部 政策創造学部

人間健康学部 総合情報学部 社会安全学部 システム理工学部 環境都市工学部 化学生命工学部

関

西

大

学

外国語学部

※�2022年度入学生よりエネルギー・環境工学科は 
「エネルギー環境・化学工学科」に名称変更しました。
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│環境都市工学部│エネルギー環境・化学工学科│

講
義
の
本
日

Q
今
日
の
講
義
は
高
校
生
の
日
常
と

ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
か
？

講義名 ＞＞＞ユニットオペレーション１

環境にやさしい工場は
どう設計する？

生活の身の周りにある化学製品を生産する化学プラント。その設計の基礎となる「単位操作
（ユニットオペレーション）」を学び、化学工学の知識やそれらを問題解決に活用できる能力を育む。

最寄り駅の関大前駅から正門までの坂道は、
多くの飲食店が軒を連ねるにぎやかな通りで
す。その一角にあるのが「関大前ラボラトリ」。
大学と地域の交流拠点として活用されていま
す。社会連携事業に力を入れる関西大学。地
域との密接なつながりがうかがえます。

関西大学
記
者が
見つけた

Profile

山
やま

本
も と

秀
ひ で

樹
き

先生に
聞きました

皆
さ
ん
が
シ
ェ
イ
ク
を
飲
む
と
き
に
は
、
太
い
ス
ト
ロ
ー
を
使
い

ま
す
よ
ね
。
ス
ト
ロ
ー
の
太
さ
は
何
を
飲
む
か
に
よ
っ
て
、
す
な

わ
ち
流
体
の
流
動
特
性
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
粘
度
の
高
い

︵
ど
ろ
ど
ろ
し
た
︶飲
料
は
太
い
ス
ト
ロ
ー
を
用
い
て
飲
み
や
す
く
す
る
。

化
学
工
学
の
理
論
は
生
活
の
中
で
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

A

関西 大 学 環 境 都 市 工 学 部 教 授。
1984年関西大学大学院工学研究科
化学工学専攻博士課程前期課程修
了。1992年工学博士学位取得。地
球環境保全をめざした化学生産シ
ステムなどを研究。

日
常
生
活
で
使
う
洗
剤
な
ど
も

化
学
プ
ラ
ン
ト
で
製
造
さ
れ
る

﹁
今
日
は
ユ
ニ
ッ
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
中
で
も
一
番
重
要
な
﹃
流
動
﹄
に
入

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
﹂

講
義
開
始
と
共
に
、
山
本
先
生
の
作

成
し
た
ス
ラ
イ
ド
が
映
し
出
さ
れ
る
。

図
や
グ
ラ
フ
が
多
く
用
い
ら
れ
、
教
科

書
の
内
容
を
か
み
砕
い
て
整
理
し
た
文

章
の
背
景
に
は
色
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

わ
か
り
や
す
く
カ
ラ
フ
ル
な
ス
ラ
イ
ド

に
自
然
と
目
を
引
か
れ
る
。

﹁
ユ
ニ
ッ
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂
と
は

﹁
単
位
操
作
﹂の
こ
と
を
指
す
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
や
洗
剤
、化
粧
品
な
ど
、私

た
ち
の
身
の
周
り
の
化
学
製
品
は
化
学

プ
ラ
ン
ト
で
製
造
さ
れ
て
い
る
。
製
造

の
方
法
は
一
つ
と
は
限
ら
ず
、
よ
り
安

定
し
た
品
質
で
効
率
よ
く
生
産
す
る
た

め
に
、
化
学
プ
ラ
ン
ト
そ
の
も
の
の
設

計
や
操
作
を
考
え
る
の
が
化
学
工
学
の

分
野
だ
。
中
で
も
﹁
単
位
操
作
﹂
は
化

学
工
学
の
基
礎
に
当
た
り
、
環
境
都
市

工
学
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
・
化
学
工
学

科
で
は
必
修
科
目
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
学
生
た
ち
が
真
剣
な
様
子
で
講

義
を
受
け
て
い
た
。

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は﹁
流
動
﹂。
化
学

プ
ラ
ン
ト
の
管
や
装
置
の
中
で
は
、
気

体
や
液
体
な
ど
の
流
体
が
絶
え
ず
輸
送

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
流
体
の
性
質
や
動

き
に
つ
い
て
の
講
義
だ
。

ゼ
リ
ー
や
プ
リ
ン
の
よ
う
な
流
体
の

性
質
な
ど
化
学
工
学
の
基
礎
を
学
ぶ

﹁
ビ
ン
ガ
ム
流
体
は
ゼ
リ
ー
や
プ
リ
ン

の
よ
う
な
も
の
。
力
を
加
え
て
も
、
あ

る
程
度
の
力
ま
で
は
崩
れ
ま
せ
ん
ね
﹂。

身
近
な
食
べ
物
な
ど
、
学
生
に
と
っ
て

わ
か
り
や
す
い
例
を
挙
げ
な
が
ら
講
義

は
進
め
ら
れ
る
。
学
生
の
立
場
に
寄
り

添
っ
た
説
明
や
ス
ラ
イ
ド
が
印
象
的
だ
。

﹁
教
科
書
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
内

容
に
つ
い
て
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図
を
作

っ
た
り
、
そ
の
他
の
情
報
を
補
足
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
目
で
見
て
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
﹂
と
山
本

先
生
。
受
講
す
る
学
生
の
一
人
も
﹁
視

覚
的
に
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
い
こ
と
が

こ
の
講
義
の
魅
力
﹂
と
語
っ
て
い
た
。

流
体
の
性
質
や
法
則
の
解
説
を
終
え

て
、
講
義
は
そ
れ
ら
の
計
算
に
用
い
ら

れ
る
数
式
に
つ
い
て
の
解
説
へ
と
移
っ

て
い
っ
た
。
数
式
の
要
素
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
説
明
し
な
が
ら
、﹁
こ
こ
は
ノ
ー
ト

に
ま
と
め
て
お
く
よ
う
に
﹂
な
ど
と
学

習
の
ポ
イ
ン
ト
が
伝
え
ら
れ
る
。

﹁
頭
で
考
え
る
だ
け
で
は
知
識
が
身
に

つ
か
な
い
。
時
間
を
か
け
て
復
習
や
作

業
を
し
て
い
く
こ
と
を
学
生
に
期
待
し

て
い
る
﹂
と
山
本
先
生
は
話
す
。
講
義

の
最
後
に
、
課
題
と
し
て
出
さ
れ
て
い

た
練
習
問
題
に
つ
い
て
﹁
解
く
だ
け
で

は
意
味
が
な
い
。
採
点
を
し
て
か
ら
提

出
す
る
よ
う
に
﹂
と
伝
え
て
、
講
義
を

し
め
く
く
っ
た
。

﹁
ユ
ニ
ッ
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
１
﹂
で

学
ぶ
﹁
流
動
﹂
は
単
位
操
作
の
中
で
も

特
に
重
要
な
分
野
の
一
つ
。
３
年
次
生
、

４
年
次
生
で
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
分
野
を

学
ん
で
い
く
う
え
で
の
礎
に
な
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
化
学
工
学
の
道
へ

と
進
む
２
年
次
生
の
学
生
た
ち
が
受
講

す
る
。
彼
ら
に
化
学
工
学
の
基
礎
知
識

だ
け
で
は
な
く
、
学
習
へ
の
取
り
組
み

方
も
伝
え
て
い
る
講
義
だ
っ
た
。

関
西
大
学
─
環
境
都
市
工
学
部
─
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境・化
学
工
学
科
─
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